
【事業の内容等】

⑤おきなわ工芸の杜オープニング事業

実施主体：沖縄県

実施時期：令和４年４月～11月

現代のライフスタイルに合った工芸を
紹介する企画展を実施する。
テーマ例：食と泡盛を楽しむテーブル
コーティネート

一般県民に向け、工芸と文化をテー
マにしたセミナーを実施する。
テーマ例：首里城復元と琉球漆器

作り手の技術及びデザイン開発力の向
上を目的にコンクール・展示会を実施し、
おきなわ工芸の認知度向上を図る。

企画展、セミナー（4月予定） 工芸公募展（１１月予定）

沖縄の多種多様で豊かな工芸品のＰＲ
（織物、びんがた、漆器、やちむん、ガラス、三線等）
施設のオープンとともに復帰50周年の
機会をとらえ県内外へ広く魅力を発信→工芸産業活性化

＜50周年記念事業のテーマ＞
４ 令和4年度に着工又は完成（一部完成）し、本県の新たな飛躍を展望する大型プロジェクト等を県民をはじめ県内外
に周知し、利用を促進するとともに、本県経済社会の自律的な発展を推進する。

商工労働部

工芸の作り手を中心として工芸というテーマで一般県民や観光客が集う拠点施設「おきなわ工芸の杜」が令和４年３月に開館することに伴
い、施設や沖縄工芸に関する情報を県内外に広く発信し、施設の利用を促進することにより、沖縄工芸の認知度向上を図る。

令和４年度に開催される行事
と連携した効果的な広報

■世界空手大会（８月）
■国民文化祭（10月～11月）
■世界のウチナーンチュ大会
（10月）

※空手会館等の近隣施設とは、今後設置
予定のワーキンググループ及び指定管理
者同士の連携（例：共通リーフレットの作成
など）により効果的な集客を図る。

指定管理者
工芸事業者 展示販売会（4月予定） 工芸品販売、工芸品制作体験（通年）

展示室等の貸し出し→企画展、展示販売会（随時）
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